
Ⅳ 高度情報化推進特別経費

1 情報通信設備（借入）

〔対　象〕

  教育又は研究に使用するため、電子計算機その他の情報通信設備（以下「情報設備」

という。）を契約（所有権の移転を伴わないものに限る。）により借入れている大学等　　

〔委員会による審査〕

  対象事業の選定に当たって委員会による審査を行う。

なお、前年度に採択された事業が引き続き申請された場合には、優先して採択する。

ただし、同一事業での優先採択は４か年以内とする。

〔算定方法〕

当該年度の間に借入契約があり、かつ情報設備1個又は１組の月額借入料が222千円以上の

ものを対象として、借入機器の借入額の１／２以内の額を150,000千円を限度に補助する。

ただし、借入初年度に係るものは借入料の月額を初年度の契約月数で乗じた額の１／２以

内の額を補助する。

２ 教育学術情報ネットワーク

〔対　象〕

a  教育又は研究に使用するため、教育学術情報ネットワークを独自に構築している大学等

 又は教育学術情報データベースを整備している大学等

b  文部科学省の「私立大学ジョイント・サテライト事業」において選定された事業を実施

 する大学等

〔算定方法〕

a 　当該大学等の維持費等（ただし、当該年度において整備され、かつ稼動しているもので

　利用実績のある教育学術情報データベース・教育学術情報ネットワークの維持費等に限る。）

　の所要経費が800千円以上のものを対象として、その１／２以内（70,000千円を限度とする）

　の額に、別紙３により算出した点数の合計点(２２点満点）に応じ、表４３、表４４により

　得られる調整率を乗じて得た額を補助する。

b  当該事業の所要経費の１／２以内の額を70,000千円を限度に補助する。

表４３ 表４４

（短期大学・高等専門学校）

  　22点 110 ％ 22～20点 110 ％

21～21 105 19～18 105

20～12 100 17～ 9 100

11～ 9 95  8～ 6 95

 8点以下 90  5点以下 90

３ 教育学術コンテンツ

教育研究用ソフトウエア

〔対　象〕

  教育又は研究に使用するため、コンピュータ用ソフトウェア（購入・借入）の整備を行っ

ている大学等

  なお、①Ⅳの１情報通信設備（借入）（当該年度に対象となっているもの）、

文部科学省の

　②私立大学・大学院等教育研究装置施設整備費（当該年度を含め過去６か年度に対象となっ

ているもの）、

　③私立大学等研究設備等整備費（当該年度を含め過去６か年度に対象となっているもの）の

いずれかの補助対象となっている設備において使用されるソフトウェア

については、優先的に採択する。

〔委員会による審査〕

  対象事業の選定に当たって委員会による審査を行う。

〔算定方法〕

  当該大学等の所要経費が（１本又は２００千円以上、２０,０００千円未満のものを対象として、そ当該大学等の１個又は１組当たりのソフトウェアの購入費又は借入料に係る所要経費が200

千円以上、20,000千円以下のものを対象として、その１／２以内の額を補助する。
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教育学術情報データベース等の開発

〔対　象〕

  教育学術情報ネットワーク、教育学術情報データベース及び授業用コンテンツの作成の開発

を行っている大学等

〔委員会による審査〕

  対象事業の選定に当たって委員会による審査を行う。

〔算定方法〕

  当該大学等のデータベース等の開発に係る所要経費が1,000千円以上のものを対象として、

その１／２以内の額を25,000千円を限度に補助する。

４ サイバー・キャンパス整備経費

〔対　象〕

  「サイバー・キャンパス整備事業」として、文部科学大臣の指定を受けた事業を実施する

大学等

〔算定方法〕

当該事業の所要経費の１／２以内の額を、前項１、２のa及び３の各項目と同様の算定方法に

より補助する。

ただし、２のaにおける調整率は乗じない。

（２）
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